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ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

「
応
援
し
た
い
」、「
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
思

い
を
寄
附
金
と
い
う
形
で
応
援

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
応
援

し
た
い
自
治
体
へ
寄
附
し
た
場

合
、「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」

を
添
付
し
、
確
定
申
告
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や
個
人

住
民
税
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
鹿
屋

応
援
寄
附
金
」
と
し
て
、
県
外

に
在
住
し
て
い
る
市
出
身
者
等

へ
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
お

盆
等
で
「
ふ
る
さ
と
鹿
屋
」
に

帰
省
さ
れ
る
、
ご
家
族
、
ご
親

戚
等
へ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

Ｐ
Ｒ
や
、
寄
附
の
呼
び
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

※「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
か
た
っ

た
寄
附
の
強
要
や
詐
欺
行
為

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
の
な
い
人

へ
、
電
話
で
振
込
先
を
お
伝

え
し
て
送
金
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
企
画
調
整
課
（
３
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

実
施

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、
平
成

22
年
度
鹿
屋
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
全
な
納
税
者
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納

者
の
不
動
産
・
給
与
・
預
貯
金
・

物
品
な
ど
所
有
財
産
の
差
押
処

分
を
行
い
、
公
売
に
よ
っ
て
滞

納
税
に
充
て
て
い
ま
す
。

●
出
品
す
る
も
の
＝
焼
酎
16

点
、
記
念
メ
ダ
ル
３
点

●
参
加
申
込
期
間
＝
８
月
３
日

（
火
）
13
時
〜
18
日
（
水
）

23
時

※
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
参
加
申
込
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
入
札
期
間
＝
８
月
24
日（
火
）

13
時
〜
26
日
（
木
）
23
時

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/kanoya

【
問
い
合
わ
せ
】

市
収
納
管
理
課

（
１
階
⑬
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
１
１
７

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

は
お
済
み
で
す
か

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事

故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
を

救
済
す
る
制
度
で
す
。
万
が
一

に
備
え
る
た
め
に
も
交
通
災
害

共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
資
格
＝
鹿
屋
市
に
住
民

登
録
又
は
外
国
人
登
録
し
て

い
る
人

●
共
済
期
間
＝
納
入
日
の
翌
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
●
共
済
掛
金

＝
１
人
年
額
５
０
０
円

※
共
済
期
間
の
途
中
で
加
入
し

た
場
合
も
同
額
と
な
り
ま

す
。

●
申
込
方
法
＝
加
入
申
込
書
を

持
参
し
て
指
定
の
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
申
込
書
を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、
送
付
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
民
課
（
１
階
③
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
１
５
８

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た

　

６
月
18
日
か
ら
借
入
れ
の

ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

●
主
な
改
正
内
容

○
借
入
れ
総
額
が
「
年
収
の
３

分
の
１
」
を
超
え
る
場
合
、

新
規
の
借
入
れ
が
で
き
ま
せ

ん
。

○
借
入
れ
の
際
、
年
収
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

○
専
業
主
婦
（
主
夫
）
は
、
配

偶
者
の
年
収
を
証
明
す
る
書

類
、
配
偶
者
の
同
意
、
配
偶

者
と
の
婚
姻
関
係
を
証
明
す

る
市
町
村
長
の
証
明
書
（
住

民
票
等
）
が
必
要
で
す
。

○
借
入
れ
の
上
限
金
利
が
、
借

入
れ
金
額
に
応
じ
て
15
〜

20
％
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
９

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
は
お
済
み
で
す
か

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

●
対
象
者
＝
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
の
年
金
給
付
を
受
け
て
い

た
人
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
等
）
が
亡
く
な
る
な
ど
し

て
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
、
こ
れ
ら
の
年
金
給
付
を

受
け
る
人
が
誰
も
い
な
く

な
っ
た
遺
族

※
遺
族
と
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い

る
戦
没
者
等
の
三
親
等
以
内

の
親
族
で
す
が
、
法
律
に
よ

り
支
給
順
位
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
以
前
に
特
別
弔
慰
金
を
受
給

し
た
こ
と
の
あ
る
場
合
は
、

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
支
給
内
容
＝
額
面
24
万
円
の

記
名
国
債
（
６
年
償
還
）

●
請
求
期
間
＝
平
成
24
年
４
月

２
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

市
福
祉
政
策
課

（
１
階
⑲
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

母
子
家
庭
へ
の
自
立
支
援

を
行
い
ま
す

　

母
子
家
庭
の
母
親
が
、
就
職

に
役
立
つ
技
能
や
資
格
取
得
の

た
め
に
講
座
を
受
講
し
た
り
、

専
門
学
校
等
で
修
業
し
て
い
る

場
合
に
助
成
金
を
支
給
し
ま

す
。

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事

業
①
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

②
入
学
支
援
修
了
一
時
金

※
受
給
資
格
や
対
象
と
な
る
講

座
・
資
格
に
は
制
限
が
あ
り

ま
す
。
受
講
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
支
給
額
や

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
子
育
て
支
援
課

（
１
階
⑱
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
１
４
２

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

お
知
ら
せ

特定計量器定期検査のお知らせ
　特定計量器とは、取引や証明の際に使用する「はかり」のことで、これらを商取引や病院等で使うには、２年に１
回の定期検査を受けなければなりません。
また、定期検査に合格したものでないと、商取引や証明等に使用できなくなります。
　市では、鹿児島県が実施する特定計量器の定期検査が平成22年９月に実施されるのに先立ち、市内の特定計量
器についての事前調査を実施しています。取引・証明に使用する計量器を新たに備えた又は廃止したなど前回（平
成20年度）の定期検査以降変更のある場合は、市へご連絡ください。

※どの会場でも受検できます。都合の良い日程で受検してください。

月 日 時間 検査会場

９

８（水）
11：00～12：00 串良公民館細山田分館
13：30～16：30 串良公民館別館大ホール

９（木）  9：30～16：00 コミュニティセンター吾平振興会館

10（金）
  9：30～12：00 百引校区公民館
13：00～14：30 市成校区公民館

13（月）10：30～16：30 市体育館

月 日 時間 検査会場

９

14（火）  9：00～16：30 市体育館

15（水）  9：00～14：00 市体育館

16（木）
10：30～12：00 大姶良地区学習センター

14：00～16：00 高隈地区交流促進センター屋内運動場

17（火）
  9：30～10：30 高須地区学習センター

11：30～15：00 古江コミュニティ消防センター

●平成22年度 鹿屋市内特定計量器検査日程

【問い合わせ】　市消費生活センター　☎ 0994-31-1169

かのや宅習１・２・３運動
　～家庭学習と家庭読書の習慣化を図りましょう～

【問い合わせ】　市学校教育課（6階）　☎ 0994-43-2111　内線 3636

小学生は、１時間以上を目安に、家庭学習をしましょう。
○ドリル、音読、日記、「鹿児島チャレンジ※」など１

中学生は、２時間以上を目安に、家庭学習をしましょう。
○家庭学習ノート、「鹿児島ベーシック※」など２

小・中学生は、３０分を目安に、家庭読書（家読）をしましょう。
○ノーテレビデー、ノーゲームデーを決めましょう。３

※「鹿児島チャレンジ」、「鹿児島べーシック」は、児童生徒が自学自習できる
ように編集された問題集です。県教育委員会のホームページからダウン
ロードできます。

学びの習慣化５箇条

1 「早寝早起き朝ごはん」を実
行しましょう。
2 家庭で毎日決まった時間・
場所での学習に取り組ませ
ましょう。
3 テレビ・ゲーム・ケータイに
ついて家庭でルールを決め
ましょう。
4 家庭での読書の時間を増や
しましょう。
5 親子で語り合う時間を増や
しましょう。


